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図 1 　2011年東北津波で調べた検潮所（○），地震の震央（★）（左図）と津軽海峡詳細図および竜
飛検潮所（右上図）右下の図は竜飛で観測された津波初動部分で相関の基準波形としたもの

図 2 　1960年チリ津波で調べた検潮所（○）（左図）と津軽海峡詳細図および福島検潮所（右上図），
右下の図は福島で観測された津波初動部分で相関の基準波形としたもの

図 3 　1968年十勝沖津波で調べた検潮所（○），地震の震央（★）（左図）と津軽海峡詳細図および竜
飛検潮所（右上図）右下の図は竜飛で観測された津波初動部分で相関の基準波形としたもの



21津軽海峡から日本海に広がる津波の相関極大による追跡

する。極大の出現時間と基準波形地点距離の

関係を 1993 年北海道南西沖地震津波，1983
年日本海中部地震津波の走時と比較するため，

これら津波の検潮記録及び谷本他（1983）を

使って初動到達時刻の読み取りを行った。 
震央距離，基準波採用地点からの距離の算出

には国土地理院の測量計算サイトを利用して

いる。

結果

　

求めた相関関数を 2011 年東北沖，1960 年

チリ，1968 年十勝沖の順に図 8-10 に示す。

図中のダイアモンドマークは得られた相関の

極大値を示したものである。対象波形の観測

点は北を上に，南を下にとっている。これを

みると，津軽海峡から遠ざかるにつれてマー

クの位置が右つまり時間の経つ方向に移動し

図 4 　2011年東北津波での津波波形　左から北部（a），中部（b），西部（c）と地域分けして表示

図 5 　1960年チリ津波での津波波形 図 6　 1968年十勝沖津波での津波波形

図 7　上に示した基準波形と下に示した対象波形の間で相関関数を求める過程（a）と求められた
その最大値の時刻に合わせて表示した基準波形（b）
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